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各
４

‐のち
や
！や
う

さ
て
、
昨
年
ほ
（
平
成
八
年
に
私
が
市
長
就

任
以
来
、
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
新
築

が
決
定
し
ま
し
た
。

ｉ
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
小
定
住
促
進
を

図
３
上
で
医
療
体
制
の
整
備
ほ
隣
語
の
課
題
で

あ
り
、
こ
の
決
定
！を
市
民
の
普
さ
ま
と
と
も
に

喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
ｉ

！

今
後
は
ず
二
〇
〇
八
年
度
の
完
成
ほ
印
け
て

国
・
県
・
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
ほ
か
関
係
機
関

と

一
体
と
な

っ
て
全
力
を
挙
げ
取
組
み
を
進
め

棟陣ぱ輸賦拘陛韮環切
．層のご支援セ一

ま
た
、
二
十
五
回
の
合
併
協
議
会
区
よ
る
協

議
を
重
ね
産
市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
も
、

協
定
項
目
の
確
認
を
行
い
、
去
る
十
二
月
二
十

三
日
ほ
五
市
町
村
の
合
併
調
印
式
を
終
え
る
こ

β

係

！ほ
は
、
い
よ
い
よ
念
願
の
新

し
い
浜
８
市
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
市
民
生
活

産
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
新
市
ヘ

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
で
き
る
よ
う
職
員

一
丸

と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
浜
田
高
校
硬
式

・
軟
式
両
野
球

部

・
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
ト
リ
プ
ル
全
国

大
会
へ
の
出
場
、
そ
し
て
活
躍
と
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
田
市
で
開
催
さ
れ
た

「中
国
０
４

総
体
」
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
は
、
全
国

各
地
か
ら
来
ら
れ
を
選
手
や
関
係
者
の
皆
さ
ま

を
高
校
生
の

一
人

一
役
運
動
や
全
市
民
を
挙
げ

て
温
か
＜
歓
迎
し
た
こ
と
は
、
大
会
関
係
者
か

ら
も
高
＜
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
開

周
、
浜
日
三
隅
道
路
の
事
業
着
手
や
美
川
地
区

農
業
集
落
排
水
事
業
の
供
用
開
始
な
ど
都
市
基

盤
整
備
も
進
み
、
本
年
四
月
睦
ほ
国
府
地
区
公

共
下
水
道
事
業
も

一
部
供
用
開
始
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

国
の
〓
位
一
添
改
革
に
よ
り
、
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
↑
行
財
政
改

革
等
に
よ
り
効
率
的
な
財
政
運
営
ほ
努
め
、
市

民
の
普
さ
ま
と

一
体
と
な

っ
た
南
政
の
推
進
を

図
り
、
明
る
い
未
来
を
拓
＜
浜
田
市
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

き
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年

の
ど
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま

字

i 任壌!
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秀
年
の
あ
い
ギ
つ

市
民
の
普
さ
ま
Ｅ
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
め

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
か
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。私

が
議
長
の
重
貢
を
担
い
ま
し
て
か
ら
二
年

八
か
月
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

間
、
貢
任
の
重
大
さ
を
強
＜
感
じ
ま
す
と
と
も

に
、
微
力
な
が
ら
市
政
の
推
進
と
議
会
の
活
性

化
の
た

め
に
金
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し

〓中巾申弛牟い如申い蜘帥中””調”沖

み

後
ロ
イ
慈
参
教
接

協
議
会
で
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
結

果
、
い
よ
い
よ
本
年
十
月

一
日
区
は
新
し
い

「浜
日
市
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
市
ま
ち
づ
＜
り
の
理
念
と
し
て

「蕎
い
海

“

緑
の
大
地
　
大
が
臓
！ま
！文
作
の
か
か
る
ま

ち
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
拘

今
後
は
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
名
実

と
も
産
県
西
部
つ
中
核
都
市
と
し
て
活
力
あ
る

ま
ち
づ
＜
り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
全
国！
的
！に
も
初
め
て
と
い
う
「浜

田
那
賀
方
式
自
治
区
≡
ほ
つ
き
ま
し
て
も
、
う

ま
＜
機
能
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。　
　
！
！
！

今
、
国
は

「
三
位

一
体
の
改
革
」
の
３
の
も

と
に
、
国
と
地
方
の
税
財
源
を
見
直
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
国
の
補

！
！動
一霊
を
大
幅
に
削
城
ｔ
（

本
年
も
、　
一
唐
の
ご
支
援
と
ど
鞭
縫
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
も
に
小

今
年

一
年
の
曽
さ
ま
め
ど
健
康
と
ご
多
章
を
か

祈
り
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
一　
　
！　
！
　

！
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長年の取り組みが実り、浜田医療セ

ンタ‐の移転新築整備が独立行政法人

国立病院機構|こあいて正式決定された。

(3月)

4月 4日 、宇津徹男市長無投票で当選。

三期国がスタ
ニトした。

(4月)

鸞
ぶ

5市町村が  ‐
合併に調印C須〉|

字澤船男市長
三期13がス‐ターート(4月)

国土交通省が一般国道9暑バイパスとし

て整備する浜囲三隅道路 (原井町から三隅

町森溝上までの約14.5km)が、3用 |こ都市

計画決定る4月 24聾|こ周布川河川敷で杭打

式が挙行され、事業が本格的に着手された。

尋轟島(7D'

市とに濃定 (3月)‐

・金城町 `旭町・弥栄村 ・三F局町合
‐けてきを結果、合併の方式は新設合

浜田市役所とするなど43項目全ての

や総務大臣の官1報告示を経て(今 年

誕生すると |

石見ケーブルビ

ジヨン株式会社 (第

3セ クター)に よ

り、地元|こ待望の

ケーブルテレビが

開局した。

民間事業者|こより浜臼市生湯町 (生湯海岸)|こ、風力発

電施設 (1基・出力1,500Kw)が完成。発電曇は
一般家庭約

814世帯分   |

広報ほまだ :平成17年 1月 1日暑



平成13年度に美川地区農業

集落排水事業|と巻手し、平成

16年10用|と汚水処理施設、1下

水管路などが完成611月 1自

|=排水お毎設の供用開始を告示。

11月25日|こ通水式を行つた。

1安心して子どもを生み育てることが

でき、浜由の子どもたちが健やか|こ育

つことを願つてく地域社会で子どもた

ちを育お環境づ<り を行うた。

0月 、1厚生労働省から 「子育て支援

総合推進モデル市町村」の指定を受け

産占|

|||||||||||||||||1章||||||||||||||IⅢIIII,,||||,,|||||

浜日高校の硬式・

軟式両野球部く男

子ソフトボ■ル都

が、全国大会|こト

リプル出場し、大

活躍した。

1平成15年了月から浜囲

併協議会|こおいて協議を

併、新市の本庁の位置ほ

協定項目が確認された。

今後、県矢0事の合併決

10月 1日|こ新 「浜田市」

■人■役活動の高校年をはじめとした市民の普さんの力と倉」部

?年甲の浜申再校ソフトボール部の活躍で大会ほ成功|こ終わう産。
2年生主1/Sのテ十■の今後が期待される。
一地元浜日高校 (初出場)■ 全国大会で2勝―      |

一一一一一，ヤ一一一一一一申
一一一一

7月 、 「青少年サポート|ままだ」

が総合福祉センター|こて開設。

C箕 上)

10月、病後児保育事業が 「あんず

保育室」でスタート。 (写真左)

奮ととをⅢⅢお,ⅢⅢⅢllllⅢⅢl,4:ⅢII

|||||||'||||litt古1古宮軒ttitt古憲|をltlを骸|
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国
民
宿
書
千
畳
売
を

管
理
運
営
す
る
回
体
を
募
集
し
ま
す

対
象
施
設
　
国
民
盾
舎
千
昌
苑
お

よ
び
付
帯
施
設

（下
府
町
２
１

６
４
）

業
務
・
干
畳
苑

の
宿
泊
、
貸
室
、
入

浴
、
食
堂
、
そ
の
ほ
か
施
設
の

利
用
承
認
に
関
す
る
業
務

・
千
畳
苑
の
維
持
管
理
Ｅ
関
す
る

業
務

。
そ
の
ほ
か
、
千
畳
苑
の
運
営
に

関
す
る
事
務
な
ど
、
国
民
宿
舎

千
畳
苑
の
設
置
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
魅
要
な
事
業

指
定
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
平
成

２０
年
３
月
３‐
日
ま
で

応
募
資
格
　
指
定
期
間
中
、
安
全

か
つ
円
滑
に
対
象
施
設
を
管
理

運
営
で
き
る
法
人
そ
の
ほ
か
の

団
体
。
た
だ
し
、
破
産
者
で
復

権
を
得
な
い
法
人
そ
の
ほ
か
の

団
体
ほ
欠
格
と
し
ま
す
。

提
出
書
類
　
事
業
計
画
書
、
収
支

予
算
計
画
書
、
申
請
団
棒
の
申

請
事
前
３
か
年
分
の
事
業
納
税

証
明
書
な
ど

募
集
聾
項
の
配
布
を

１
，
４
■
附
か
ら
行
い
ま
す

応
募
方
法
、
応
募
書
類
、
指
定
管

理
者
業
務
な
ど
Ｅ
つ
い
て
の
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加

希
望
者
ほ
事
前
睦
連
絡
し
て
＜
だ
さ

い
。

【応
募
者
説
明
会
】

日
時
　
１
月
１３
日
悧

午
後
１
時
３０
分
～

場
所
　
国
民
宿
舎
干
畳
苑
会
議
室

提
出
期
限
　
１
月
２８
日
０
　
午
後
５

時

（魅
ず
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。
）

提
出
先
　
商
工
観
光
課

面
接
審
査
　
２
月
３
日
側
に
実
施
し

ま
す
。
時
間

・
場
所
睦
つ
い
て
ほ

後
日
連
絡
し
ま
す
。

選
考
方
法
　
応
募
書
類

・
面
接
審
査

区
よ
り
選
者

問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
観
光
課
観
光

係

（篠
原
）
（な
内
線
２
２
９
、

日
時
　
１
月
５
日
側

午
前
９
時
～
開
式

場
所
　
東
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

（荒

天
時
ほ
石
見
小
学
校
体
育
館
）

招
集
　
午
前
７
時
３０
分
に
消
防
団
員

招
集
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。・

（‐５
秒
吹
鳴
、
６
秒
休
止
を
５
□
）

内
容

観
閲
式
、
表
彰
、
市
中
パ

レ
ー
ド

（東
公
園
～
市
役
所
一異
）
、

消
防
ポ
ン
プ

一
斉
放
水

※
　
午
前
１０
時
４５
分
頃
か
ら
市
役
所

一異
川
端
で
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
観
覧

し
て
＜
だ
さ
い
。

①
出
初
め
式
に
伴
う
車
両
通
行
止

区
間
　
日
町
サ
ン
デ
ー
ズ
ド
ラ
ッ
グ

浜
日
店
裏
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
浜
日
支
店

ま
で
の
川
沿
い
、
市
役
所
と
浜
日

市
民
集
会
所
の
間
の
通
路

時
間
　
午
前
１０
時
～
正
午
（消
防
部
）

県
や
市
で
は
大
雪
の
際
、
状
況
ほ

応
じ
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ

の
際
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の

曽
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
民
家
入
□
な
ど
の
除
雪
ほ
各
個
人

で
対
応
し
て
＜
だ
さ
い
。

・
路
上
駐
車
ほ
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
　
一

な
り
ま
す
の
で
や
め
て
＜
だ
さ
い
。　
一

・
積
雪
に
よ
り
立
竹
本
の
枝
が
通
行
　
一

の
支
障
と
な
る
場
合
は
、
断
り
な
　
！

＜
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

一

。
国
道
、
県
道
、
市
道
に
設
置
し
て
　
！

あ
る
凍
結
防
止
剤
ほ
持
ち
帰
ら
な
　
！

い
で
＜
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
一

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
土
木
建
築
事
　
！

務
所
維
持
グ
ル
ー
プ

（な
②
３
１
　
！

（

３
１
）
、
市
建
設
整
備
課
維
持
係

（ａ
内
線
４
２
２
）

浜
田
市
指
定
ご
み
袋

販
売
店
の
追
加

ウ
エ
■
ブ
す
る
乗
局
！

島根県浜口合同庁舎進入路および車両通行制限

合同庁舎北倶」駐車場整備

工事完成|こより、 1月 4日

(火)から図のとおり新設駐

車場の使用を開始し、出入

□を変更します。

今後は浜日含庁への進入

路は、北1員」と西倶」の 2か所

となり、車両ほ国道 9暑線

から直接出入りすることは

できません。

また、敷地内工事のを

め、一部立ち入り禁止とな

ります。

問い合わせ先

浜日総務事務所総務グ

ループ (a① 5505)

墨
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水
道
管
や
蛇
□
は
、
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
度
以
下
ほ
な
る
と
凍

っ
た

り
、
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

特
に
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
区
あ

る
水
道
ほ
ほ
必
ず
防
寒
を
し
ま
し
よ

一つ
。
・
北
向
き
の
と
こ
ろ

・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

・
家
の
外
任
あ
る
水
道
管

の
し

・
保
温
材
を
巻
＜
。
（蛇
□
ほ
破
裂

し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全
任

包
お
。
）

・
布
で
保
温
す
る
場
合
は
、
ビ
三
十

ル
な
ど
を
上
か
ら
巻
い
て
濡
れ
な

い
よ
う
ほ
す
る
。

・
特
ほ
翌
朝
の
冷
え
込
み
が
予
想
さ

れ
る
よ
う
な
時
に
は
、
風
呂
の
蛇

□
を
少
し
開
け
て
お
＜
こ
と
な
ど

も
凍
結
を
防
ぐ
有
効
な
万
法
で
す
。

道
管
い
と

凍

っ
た
部
分
ほ
夕
才
ル
か
布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
＜
り
と
ぬ

る
ま
湯
を
か
け
て
解
か
し
ま
し
よ
う
。

急
睦
熱
湯
を
か
け
る
と
、
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

＜
だ
さ
い
。

水
漏
れ
，
破
裂
の
と
き
は
？
！

宅
内
の
水
道
管
が
老
栢
化
し
て
漏

水
し
た
り
、
凍

っ
て
破
裂
し
た
り
し

た
時
は
、
す
ぐ
任
止
水
栓
か
バ
ル
ブ

（量
水
器
ボ
ツ
ク
ス
の
中
に
あ
る
こ

と
が
多
い
）
を
閉
め
、
市
水
道
部
の

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
底
修
理

を
依
頼
し
て
＜
だ
さ
い
。
ま
た
、
公

道
で
の
温
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、

水
道
部
へ
連
絡
し
て
＜
だ
さ
い
。

夜
間

・
休
日
に
水
道
管
の
漏
水
、

破
裂
事
故
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
は
、

浜
日
ガ
ス
水
道
工
事
の

（ａ
②
０
７

３
７
）
へ
連
絡
し
て
＜
だ
さ
い
。

の
管
理
区
分
に
つ

市
の
給
水
管
か
ら
分
岐
し
て
引
き

込
み
し
て
い
る
給
水
管
ほ
、
量
水
器

（メ
ー
タ
ー
器
）
本
杯
を
除
い
て
、

個
人

の
所
有
物

で
す

（説
明
図
参

照
）
。
修
理

・
維
持
管
理
ほ
個
人
の

貢
任

で
行

っ
て
＜
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
第

一
止
水
栓
ま
で
の
漏
水
や
破

裂
事
故
は
、
公
道
で
の
工
事
を
伴
う

こ
と
が
多
い
の
で
、
公
道
の
維
持
管

（

理
上
、
市
水
道
部
が
修
理
し
ま
す
。

ま
た
、
量
水
器
本
体
は
、
市
水
道
部

が
貸
号
し
、
検
針
（２
か
月
に
１
回
）

や
取
替

（定
期
取
替
な
ど
）
を
行
い
、

管
理
し
て
い
ま
す
。
曇
水
器
同
り
の

漏
水
ほ
市
水
道
部
の
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
ほ
修
理
を
依
頼
し
て
＜

だ
さ
い
。
修
理
費
用
ほ
個
人
負
担
で

す
。管

理
区
分
な
ど
、
そ
の
ほ
か
、
わ

か
ら
な
い
点
が
あ
る
時
は
、
市
水
道

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

の
と
道
部

夜
間

・
休
日
な
ど
で
お
急
ざ
の
時

は
、
浜
日
ガ
ス
水
道
工
事
の
へ
次
の

こ
と
を
お
知
ら
せ
＜
だ
さ
い
。

・
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
暑

・
お
客
様
番
暑

（お
知
ら
せ
票
、
納

入
通
知
書
、
領
収
書
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
。
）

・
引

っ
越
し
日

・
転
居
先
、
集
金
方
法
、
連
絡
先
な

ど
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
部
業
務
係

（奮
内
線
２
６
４
、
２
６
５
）

す
べ
て
の
貯
水
槽
水
道
全受
水
槽
）

ほ
清
掃
や
検
査
な
ど
年
に
１
回
の
適

正
な
管
理
が
２
要
で
す
。

安
全
で
安
心
な
水
の
確
保
の
た
め

区
も
、
住
居
の
貯
水
槽
が
ど
の
よ
う

ほ
な

っ
て
い
る
か
点
検
し
ま
し
よ

一つ
。

問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
部
工
務
係

（ａ
内
線
２
６
６
）

凍結災害時における町内別指定給水装置工事事業者害」当表

町  需 業  者  需 師  名 葉  喬  転

帥『却帥！和！のお抑車班却帥印帥卵印卵帥呻却却却「和！中中印申『］却帥帥中

い合同ガスセンター

0相生設備

大原技研8~l

aて⊃0  1  7 0

本心と'1'
a② 了了10

山陰ク
の浜日

の大広設備
a② 1704

奮②2135

奮②2954

山陰水道工業の
浜日営業所   a② 1299

の中島水道
奮01315

申印却］却却却］印和帥却印抑帥帥却帥却帥帥帥帥帥却中印”卯印『

瀬戸ヶ島町 飽襲評叫|■航:48

東洋設備0
奮④ 1685

奮④ 1250

0第 一設備
a④ 2567

中国設備の
な00140

※ 「べんりしょっぷツチノコJは 、 11月30日付 すで

廃業 しました。

説 明 図

← 公

分
岐
点

↑
給
水
管

（個
人
の
所
有
）

↓道公↑

第

一
止
水
栓
↓

量
水
器
（市
所
有
）
↓

（地
下
式
ま
た
は
地
上
式
）

(断面図)

×

第

一
止
水
栓

Ｏ

皇里
水
器

¨

（市
所
有
）

広報ほまだ :平成17年 1月 1日暑
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時 下 表

所 浜 日市民集会所パソコンル
ーム

料 無 料 (ただし、指定のテキストを持つていない人は購入して<だ さい。)

卜 下 表 (昨年度の浜日市 IT講 習会で使用したテキストと同じです。既|こ持つている人は持参して

<だ さい。)

定  員  各 10人 (定員を超えた場合は抽選。)

申込方法 往 復ほがき|こ、①住所、②氏名 ・年齢、③電話番暑、④希望コ
ース名、⑤受講希望人数 ・氏名、

⑥指定テキストの有無、⑦マウス操作および文字入力ができるかどうかを明記のうえ、

〒697-8501 浜日市殿町 1番地 情 報管理課宛|こ申し込んで<だ さしヽ。

申込期限 希 望する講座が始まる3週 間前必着。

受講者の決定 各 講座の申込期限の日|こ受講の可否を決定し、返信ほがきで通矢Bします。

問い合わせ先 浜 日市 IT推 進サポ
ート室 (a② o889)

hitp://www city hamada.shimane jp/Kurashi/jouhOu/itsup/sup.him

2・ 3月 の日程

講
転

日
場
受

テ

科 目 □―ス名 開 催  日 時   間
指定テキスト
めよび料金

対 象 者

パソコン入門

(基礎操作と文字入力)

2P 2月 3日 休)、4日 Q) 午後 1時30分～4時 30分 ほじめよう !パ

ソコンとインター

ネット

無料

どなたでも受

講できます3月 7日(月)、8日快) 午後 6時 -9時

インターネット

(インターネットと電子メール)

2月 7日 (月)、8日快) 午後 1時30分～40寺30分

マウス操作、

文字入力がで

きる人

3月 10日体)、11日Q) 午後 6時 -9時

ワード 文 書作成編
2HWl 2月 19日位) 午前 9時 ～午後 4時

テキストで挙ぶ

Word 2000初級編

2 , 3 1 0 円

3月 14日個)、15日快) 午前 98守～正午

ワード イラスト挿八表作成編
2HW2 2月 20日(日) 午前 9時 ～午後 4時

3AWl 3月 17日体)、18日C) 午前 98寺～正午

エクセル 表 作成編集編
2月 14日偶)、15日侠) 午前 9時 ～正午

テキストで学ぶ

Exce1 2000初級編

2,310円

3月 5日(土) 午前 9時 ～午後 4時

エクセル 関 数グラフ編
2AE2 2月 17日体)、18日Q) 午前 98寺～正午

3月 6日 (日) 午前 9時 ～午後 4時

インターネツト

(親から子ども|こ伝え

たいルールとマナー)

3月 3日 (本)、4日 (金) 午前 9時 ～正午 インターネットを

利用するルールと

マナー無料

保護者 ・講座

に興味のある

人

3S2 3月 14日偶)、15日快) 午後 10寺30分～48寺30分

Ｃ
θ 3月 26日位) 午前 98寺～午後 43寺

特居」講座

(パソコンの基礎、ワ
ー

ド・ェクセル初級)

Ｃ
じ 3月 22日快)、23日飲) 午前 98寺～正午 (市作成テキスト)

無料

パソコン初心

者の中学生 ・

高校生
Ｄ
Γ 3月 24日休)、25日Q) 午後 1時30分～48寺30分

8

インターネットは、大人|ことつても子ども[と つても、な<て はならないものとなっています。インタ
ー

ネットほ大変便利なものですが、注意しないとトラブル|こ巻き込まれたり、危険な目こあつたりすることが

あります。この講座では、幼稚園 ・保育園児、小 ・中学生の保護者および先生などを対象|こ子どもがインタ
ー

ネットを楽し<安 心して利用するため|こ、自分の動ほ自分で守る、相手のことを思いやるとし`う基本的なマ

ナー|こそつてめ要な知識を学びます。

広報はまだ :平成17年 1月 1日暑



市 立 図 書 館

ぼくたちの生きる理由

今西乃子

「死」こついて者えることは、「い

のち」こついて者えること一。絶望

のふちから、生きる希望を見出すま

で、ひとりの患者と医師の交流を

追つたノンフイクシヨンです。

―‐一 ‐‐‐‐‐
‐
・‐

覚悟           橋 田幸子

イラクで 職 死」したジヤーナリス

ト橋日信介。同士として支えた妻の言

葉が空虚な日本人の心l~sを打つ。戦場

という、現代日本|こ無縁な場と四半世

紀|こわたつて向かい合った日々を余さ

ず語り尽<し た手記。

小作料の標準額

農地の区分
標準額

(10a当 り)
者備

日の郡 ( 1 )

日の部 ( 2 )

囲の部 ( 3 )

一立
□の畑

10,000円

8,000円

6,000円

3,000F日

水稲10a当 り480Kg以上 ‐

または圃場整備地

水稲10a当 り421Kg～479Kg

または不整形な圃場整備地

水稲10a当 り420Kg以下

また|よ圃場整備未整備地

浜田市全域

※ 地 域の農地は、地域で守りましょう。遊休農地の

解消|こ努めましょう。

※ 文日の部は、前回区分 (1)～ (3)を統
一していま

す。

施行期日 平 成16年12月1日

「グガL―プ・工'Lマー」の

ブックトーク
対象 小 学生

回時 1月 22日 lI)

午前108寺～118寺

テーマ 「底わとり」

場所 図 書館 お はなしの部屋

( 1 階)

内容 テ ーマ|こそつた本をた<

さん紹介します。

イ
しう/し)″し'″しう″レ引サ,7Ⅲ何(0 (ヽやヽ(やヽ・ゃヽCせト

考 島 根県の最低賃豊 ヽ
(時間額)ヽ

○島根県最低賃金 (平成16年10ト

■
大
人
向
け
の
本
■

陸
は
海
よ
り
悲
し
き
も
の
を竹
西
寛
子

北
朝
鮮
が
核
を
発
射
す
る
日

イ

・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン

脱
フ
リ
ー
タ
ー
社
会
　
　
橘
木
俊
詔

背
広
の
下
の
衝
動
　
　
　
新
堂
冬
樹

一
九
七
二
年
の
レ
イ
ニ
ー

・
ラ
ウ

打
海
文
三

対
岸
の
彼
女
　
　
　
　
　
角
田
光
代

組
織
犯
罪
　
　
　
　
　
　
一二
沢
明
彦

６
ス
テ
イ
ン
　
　
　
　
　
福
井
晴
敏

事
件
の
年
輪
　
　
　
　
　
　
佐
野
洋

夜
空
は
な
ぜ
暗
い
？

エ
ド
ワ
ー
ド

・
ハ
リ
ソ
ン

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

お
も
ち
ゃ
の
工
作
ラ
ン
ド
成
井
俊
美

こ
ど
も
語
源
じ
て
ん
　
　
山
□
佳
紀

つ
く
も
神
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
遊

魔
空
の
森

ヘ
ッ
ク
ス
ウ
ッ
ド

ダ
イ
ア
ナ

・
ウ
ィ
ン
・
ジ

ョ
ー
ン
ズ

メ
ネ
ッ
テ
ィ
さ
ん
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

ケ
ー
ス

・
レ
イ
ブ
ラ
ン
ト

ポ
リ
ッ
セ
ー
ナ
の
冒
険

ビ
ア
ン
カ

・
ピ

ツ
ツ
才
ル
ノ

ニ
ッ
ポ
ン
の
風
景
　
島
日
ア
ツ
ヒ
ト

美
女
と
野
獣
　
　
　
ボ
ー
モ
ン
夫
人

み
み
を
す
ま
し
て
ご
ら
ん

メ
ア
リ
ー

・
才
ニ
ー
ル

こ
ね
こ
の
チ
ョ
ヨ
レ
ー
ト

Ｂ
　
Ｋ
．
ウ
ィ
ル
ソ
ン

標
準
小
作
料
を

改
訂
し
ま
し
た

農
地
の
貸
し
借
り
ほ
お
け
る
標
準

小
作
料
を
、
表
の
と
お
り
改
訂
し
ま

し
た
。
参
者
ほ
し
て
＜
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
は
、
あ
＜
ま
で
も
目

安
と
な
る
も
の
で
す
。
地
域
の
農
地

事
情
な
ど
区
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
貸
し
手
と
借
り
手
が
お
互
い
ほ

話
し
合
い
で
決
め
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
的辰
業
委
員
会

（な
内
線
２
３
５
）

し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

出
店
者
募
集
Ｈ

し
ま
ね
あ
魚
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

年
４
月
か
ら
出
店
す
る
店
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

店
舗
数
４
店
舗

（１
店
舗
の
店
舗
面
積
５４

２ｍ

内

訳

店

舗

面
積
３６
２ｍ
、

バ
ツ
ク
ヤ
ー
ド
ー８
２口
）

出
店
条
件

家
隻
　
１
１
０
、
０
０
０
円
／
月

手
数
料
　
士冗
上
金
額
の
５
％

共
益
費
　
２
０
、
０
０
０
円
／
月

敷
金
　
家
賃
の
５
か
月
分

締
切
日
　
１
月
３‐
日
側

問
い
合
わ
せ
先

し
ま
ね
お
魚
セ

ン
タ
ー
事
務
局

宮
津
さ
ん

（
ａ
④
５
５
０
０
）

月1日改正) 6 1 0円 ミ

7 1 5 円 ミ

総合スーブヽ-684円 ｀

○産業ll」最低賃金 (平成16年12点

月21日改正)       ミ
製鋼、製鋼圧延業、     ;

鉄素形材製造業   717円 ト

電蟹機轍窒量腎橿覇通信
4円
、

製〒景突垂部品、 662円 ｀
自動車、同附属品製造業  ト

' 百貨店、
9

イ 自 動車 (新車)/」ヽ売業 698円 ヽ

、

問

ラ患隼葛督労働基準部賃金室 '

S (a0852① l158)  T

ミ 遅罷昇昭手
督暑    '

ミヘJ、へ)ミヘ,、へ) へヽ封lⅢ11・1.(う〃(ハダてう/Cハ〃〔ハウ

開館時間

月～金

土 ・日

1月 の体館日

電景言番号

9:00-19:00

9:00-17:00

1日～3日、1 0日増1日

22-0480

広報ほまだ :平成17年 1月 1日暑



世代を超えたfElれ合い
す<す <で の活動は、民生児童委員、母子保健推進員、子どもが健やか|こ

育つまちづ<り 部会、地域の皆さんの温かい支援と協力により定着してきて

います。いろいろな世代の人と交流すること|こよって新しい発見、新鮮な体

験や喜びが生まれ、子育ての輪が広がっています。温かいるれ合いの様子を
一
部紹介します。

中学生職場訪間 lo月27日欲)

浜日第三中学校のお兄ちやんたち

が職場訪間で来所。かわいい赤ちゃ

ん|こ思わず「|こっとり」

(子育て支援センター)

チュー リップ球根植え

11月2日 (火)

花坂
―志さん|こ植え方

を指導してもらしヽ、親子

で植えました。

あか、しろ、

きしヽろ、春|こほ

きっと、きれい

な花が咲<こ と

でしょう。

いも掘 り 1 1 剛 3 日( 土) ・焼 きいも会 1 1 月2 7 日( 土)

苗植えから指導してもらつた真原清弘さん、小学生、大学生、主任児童委員の皆

さんと一緒に行いました。

「ワーイ大きいいもがあったよ」、 「甘<て おいしいね」笑顔がいつぱいの楽

しい会となりました。

小学生と幼児が
一
緒|こさつまいもをアルミ箔で包んで

いる姿が印象的でした。

ノ

一

ぜ

を

え

し

ザ

ザ‐
チ

韓

平成17号度保育所の八所面揺
下表の日程のとおり保護者を対象|こ、保育所の入所面接を行います。

指定日時こ都合の悪い人、あるいは市外の保育所を希望する人は、1月 18日側

～28日0の 間|こいずれかの会場でlal接を受すて<だ さい。その場合は、事前|こ

子育て支援課保育係まで連絡をして<だ さい。連絡な<欠 席の場合|こは、辞退と

して取り扱います。

なか、当日ほ児童の面接は行しヽません。

O時 間は午前0時 30分～11時30分、年後 1靖 30分～3時 30分

韓

墨轟

曇韓

ザ

ナ

ピ

ナ

ト

ナ

韓

義韓

ナ

義墨

ビ

ガ

い

う

華

寒

で

る

レ

曇轟

し

韻

だ

児葦虐待予防講漫会
日時 1月 9日個)午後 1時30分～3時30分

会場 い わみ一る401・ 402研 修室

講師 澤 日 敬 さん(高矢□県立中央児童相

談所 医 務主任)

広報はまだ :平成 17年 1月 1日 暑

す！　
華

1月 1 8日快)
午前

午後

ちどり保育所

聖バルナバ保育園

浜日市民集会所 第 2会議室
19日(水)
午前

年後

長沢保育園

浜田ひかり保育所

20日 (本) 午 前 みのり保育園

21日C)
午前

午後

あおしヽ保育園

みなと保育園
浜田市民集会所 第 3会 議室

25日 (火)
午前

午後

美川保育園

つ<し 保育園

農業構造改善センター

つ<し 保育園

26日 (水)
午前

午後

有福保育園

こ<る 保育園

国府公民会有福分館

国府公民館

27日 (本)
一副
後

午

午

周布保育園

日脚保育園
周布公民館

28日 (金)
一副
後

午

午

ちどり第2保育所

れんげ保育園

長浜公民館(マリン交流センター)

れん|ず保育園

連絡 ・問い合わせ先 子 育て支援課保育係 (a内 線 191・ 173)

一島根県―

内容

①養育費の取り決めや履行の確保

②消費者金融や悪徳商法

③その他法律的知識を必要とする問題

対象 ひ とり親家庭 (母子家庭、父子

家庭、寡婦など)

日時  1月 25日側

午後 13寺30分～ 3時 30分

(1人 当たり30分・1日当たり4人 )

場所 い わみ一る

費用 無 料
※ 相 談は 1人 1回 こ限ります。

相談の予約  1人 当たりの相談時間

は30分 [限 られますので、相談を

受 すたい場合 |こは、相談国の 2週

間程度前まで[電 話で予約して<

ださしヽ。

申し込み・問い合わせ先

(財)島根県母子会連合会

(a0852C)5920)
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轡
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轡

轡
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轡
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麟
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簿
↓
轡
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1月子育て角レンヴー

ほ休館日です。

*子し児 。1歳 6か 月児 ・3歳 児健診の該当者

|こは事前に個人通矢□します。

申し込み ・問い合わせ先

★ 子 育て支援課児童家庭係

(a内 線 162・ 167)

マークなし 子 育て支援センター

(a・[□②1253)

:ギ髪塞畢鮮醸雛～3日)   書
憾嘉 力
論

:すて<だ さい。(  )内 ほ対象年齢

歳から)、風しん(1歳 から)

場所はすべて子育て支援センター 「すくすく」です。

ツドルタリツ反即 口1 1酔 日は)___    _
_ 会    場  _1メ 甲公即 _   ___   |
受付時間 _1年 後1_時49分年?時19分

ま 判 足 (硬 全 復
4じUt t F B 3以肉 り皮 Obし u接 僅 は 、阿

会場・時間  官 内の」じ巳科でイロ月」|こ実施します。
:各 自で電話予約をして受けて<だ さし

※ 平 成16年より1□人通知ほしておりません。対象年齢がきたら各自で指定医

療機関へ予約をして受サて<だ さい。

問い合わせ先 子 育て支援課児童家庭係(a内 線 162・ 167)

月 火 ホ 本 金 土 B

4
おもちゃの病院

13:00-15100

5
なんでも相談の日

9:3 0 - 1 1 : 0 0

| 7 8

醸

●
コ
コ lZ

トーク&交 流会

(ひよこの会)

10:30-12:00

Q

，
″

４■１
１

Ｅ
フ

７●〓
〓 18

おもちゃの病院

13:00-15100

★乳児健診

H16年8周 生まれ

19
☆ママパパ学級

(歯の話)

10:00‐/11:30

20
★3歳児健診

H13年9月生まれ

21
ここるころ

10:00-11:00

ZZ

Z4 Z5
☆1歳6か月児健診

H15年 6月 生まれ

手作り布おもちゃの会

10:30-11:30

26
食育ミニ講座

(幼児食)

10:30‐/11,30

27
むかし遊びをしましょう

10:30-1li30

28
音楽リズム遊び

① l歳半以上
10:00-10:30

② l歳半未満
11:00-/11,30

おっぱいの日一

9 : 3 0 - 1 2 1 0 0

Z9

的

●
ロ
コ

，
， キ/簿

おもちゃの病院

13:00-15:00

ケ
なんでも相談の日

9:30-/11:00

★乳児健診

H16年9月 生まれ

11  広 報はまだ :平成17年 1月 1日暑



１
月
７
日
ほ
七
車
が
ゆ
を
食
べ
る

習
慣
は
、
江
戸
時
代
に
広
ま
っ
た
そ

一つ
で
す
。

こ
れ
は
元
日
か
ら
、
た
＜
さ
ん
の

ご
馳
走
や
お
酒
で
疲
れ
た
胃
を
休
ま

せ
、
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
を
補
う
と
い
う
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
上
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
生
活

の
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た
習
慣
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
ほ
お
祝
い
の

膳
か
ら
平
常
の
食
生
活
Ｅ
戻
す
区
切

り
に
も
な

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

春
の
七
車
全
部
喜
え
ま
す
か
？

せ
り

，
な
ず
な

。
ご
ぎ
よ
う

（母

↓一
ぐ
さ

子
車
▼

は
こ
べ
ら

（は
こ
べ
▼

ほ

と
け
の
ざ

（お
お
ば
こ
▼

す
ず
な

（か
ぶ
）
・
す
ず
し
ろ

（大
根
）
で
す
。

七
車
が
ゆ
で
績
れ
た
宮
腸
を
い
た
わ
叫
孝
し
ょ
う
ゴ

ｔ

車

の
効

用

は
？

せ
！り
！　
鉄
分
が
多
＜
含
ま
れ

て
い
る
の
で
造
血
作
用
が

あ
り
ま
す
。

な
ず
な

　

熱
を
下
げ
る
、

尿
の
出
を
よ
＜
す
る
な
ど

の
作
用
が
あ
り
ま
す
。

ど
ざ
！よ
う
　
咳
を
鎮
め
る
、

み
な
さ
ん
も
１
月
７
日
ほ
は
、
正

月
の
ご
馳
走
で
疲
れ
た
胃
腸
の
回
復

に
、
あ

っ
さ
り
と
し
た
七
車
が
ゆ
を

食
べ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
よ
う

か
。

（健
康
長
寿
課
）

す    ほ          ほ
ロ ゼ ず ン 痛 と わ < | こネ 比 と す 慶

る タ   ー  |  ■ |    ■役| |と草が,‐あ1作|ち|お|

響

響

響

轡

響

響
！
響
！
轡

響

轡

攀

響
ｉ
轡

讐

響

轡

轡

響

欝
ぐ

～
響

轡

響

轡

轡

轡

響

讐

轡

鶴
Л

轟

・
轡

響

轡

響

轡

響

轡

響

響

響

響

攀

「
………………

詔
医療の窓口から
遺隔地の保険証の東付

Q . 1か 月ほど北海道へ旅行をす

るので、その間、家族とほ別の

保険証がほしいのですが。

A.市 でほ、国民健康保険証を原

只」として 1世帯|こ1枚交付して

いますが、旅行や出稼ぎなど長

期間家族と離れて過ごす場合こ

は、その期間、遠隔地の保険証

を交付しますので、事前こ申請

して<だ さい。

申請に必要なもの

国民健康保険証、印鑑

申請 ・問下合わせ先

福祉総務課保険係 (1階 窓□⑤

番  奮 内線 156、  158)

材料 (4人 分)

‐

―

―

―

―

―

―

―

‐

々

・米  1 カ ップ

・七草  1 0 0 g
・塩  少 々

O米 ほ洗って水気を切り、大きめ

の土鍋か圧手の鍋|こ入れ、水を

6～ 了カップカロえ、30分<ら いお<。

②七車ほ熟湯でさっとゆで、水|こさらし、水気を絞つて孫日か

<き ざお。

③Oこ るたをして煮立て、沸騰したらご<弱火にし、40分～

1時間程度煮る。

④七車、塩を入れ、火を止めて5分蒸らす。

③ふたを取つてひと混ぜしたらできあがり。

1月 献血日程 (全治献血)

日(3窪日) 献血会場 町 名 受イ寸時間

12日(水)

浜日高等技術校 熟日町 午前 9時 ～10時

浜由社会保険事務所 原井町 午前100寺50分～11時50分

島根県立大学 野原町 午後 18寺30分～ 4時

20日 (本)

島根農政事務所浜田庁舎 黒川町 午前 9時 ～10時

NTT浜 日ビル 殿  町 午前10時40分～正午

特別養護老人ホ■ム僧生園 黒川町 午後 1時30分～2時 20分

浜日医療センタ
ー

(元国立浜日病院)
黒川町 午後 3時 ～4時 30分

_N※ すの藩び鰈鱗則1芸継溢埋為羅ら蜃唇澱
瑕

広報はまだ :平成17年 1月 1日暑



○これがインフfLエンザの使状 ′

インフルエンザ とかぜは違います!!

インフルエンザほ、40度近い高熟・頭痛・関節痛・

筋肉癌・のどの癌み・8亥・鼻水など全身にさま

ざまな症状があらわれる。

繁

春

養

穏

藝

養

摯

鰹

蘊

諾

緊

譲

ぷ

繁

が

ホ

藷

譲

ぽ

蘊

ね

じ

萎

ぜ

歳

鶴

試

誂

ほ

か

醒

春

響

ヤ

ほ

轟韓

ぼ

個

目

個

識
！

卦
車
垂
卦
罫
談
嘉
妻
妻
討
嘉
書
計
討
霊
卦
卦
卦
垂

○
健
康
相
談

血
圧

・
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談

回
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
糖
尿
病
相
談
日

保
健
師

・
栄
養
士
任
よ
る
相
談

日
時
　
１
月
セ
日
ｍ

午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

※
　
予
約
し
た
時
間
に
来
て
＜
だ
さ

い
。

申
し
込
み

・
問
合
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（奮
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
＜

だ
さ
い

日
時
　
１
月
１８
日
快

午
後
了
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
市
民
集
会
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
５
）

【浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
】

生
活
習
慣
病
予
防
の
啓
発
の
た
め

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
悩
血
症
を
対

象
ほ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

（谷
②
２
３
０
０
）

○
糖
尿
病
教
室

・
ロ
ヘ
の
影
響
ほ
！

。
あ
な
た
の
足
ほ
大
丈
夫
！

・
食
事
療
法

（応
用
編
）

日
時
　
１
月
郷
日
側

午
後
１
時
～
２
時
３０
分

（１
時
～
１
時
３０
分
受
付
、
ビ
デ

才
鑑
賞
）

担
当
　
眼
科
医
師

・
外
科
医
師

・
看

護
師

・
栄
養
士

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

内
科
外
来

（奮
内
線
３
０
１
２
）

○
高
血
圧
教
室

ビ
デ
オ
響
向
血
圧
と
食
生
活
」
、
減

塩
食
の
工
夫
、
肥
満
の
予
防

日
時
　
１
月
１１
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（
否
内
線
２
４
０
０
）

○
高
脂
血
症
教
室

ビ
デ
才

「高
脂
血
症
と
食
生
活
」
、

食
物
繊
維
の
働
き
、
店
好
品
に
つ
い

て日
時
　
１
月
２５
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（谷
内
線
２
４
０
０
）

オ

諏

鰹
‐
ゆ
‐
ラ

む
す
力
‐

■1ぜ・fン フfLエンザにご注1意
‐
をゴ

寒<て 空気の乾燥する冬ほインフルエンザウイルスの活躍するシーズンです。
一人ひとりの注意でインフルエンザを防ざましょう。

○角1ぜ・インフrLエンザには予隔が一番 f

①予防接種…

ワクチンを投与することで体内|こ抗体をつ<り 、病

気にかかりに<<し たり、重症化しないよう|こします。

*高 齢者インフルエンザ予防接種ほ11月から始まっ

ています。もう、接種はお済みですか ?

②うがい・手洗い…

手やのどを清潔|こし、ウイルスをつき[<<す る効

果があります。外から帰つたら、うがい。手洗いの習慣を

つけましょう。

③保温…

寒さは血液の循環を悪<し 、然の抵抗力を弱めます。

外を)令やさないよう|こ。ただし、厚着しすぎほ逆効果です。

④加湿…

かぜやインフルエンザのウイルスほ湿度|こきわめ

て弱い性質があります。カロ湿泰の利用や洗濯物を室内

|こ干すなど、部屋の湿度をあげる工夫をしましょう。

③ウイルスからの逃避…

流行時にはできるだ|す人込み|こ行かないようこし

たり、出かけるときはマスクをしましょう。また、かかっ

たら、人こ感染させないためこもマスクをしましょう。

⑥十分な睡眠と栄養…

食事の栄養の偏よりや、睡掘不足ほ体の抵抗力を弱

め、ウイルスこ感染しやす<な ります。

重症化すると、体力のない高齢者や乳幼児は生命に

もかかわります。上記のような症状があれば、速やか

に医療機関を受診しましょう。

広報ほまだ :平成17年 1月 1日暑



=手

新
春
！
親
子
凧
作
，
教
雲

地
元
の
名
人
松
本
喜
代
三
さ
ん
ほ

よ
る
凧
作
り
教
室
。
自
分
の
好
き
な

絵
を
描
い
て
空
へ
あ
げ
て
み
よ
う
！

１
月
９
日
個

午
前
９
時
～
正
午

□

石
見
海
浜
公
園
国
分
地
区

□

親
子
１５
組

（３０
人
程
度
）

１
組
　
５
０
０
円

（材
料
費
、

保
険
料
込
み
）

持
参
す
る
物
　
は
さ
み
、
小
刃

※
　
当
日
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

ワ
ー

（な
②
２
２
３
１
）

石
見
符
率
摺
揺
車
隷
生

石
見
神
楽
の
道
具
や
舞
な
ど
に
つ

い
て
砲
強
し
ま
せ
ん
か
。
神
楽
を
体

験
し
た
い
と
い
う
人
、
ぜ
ひ
ご
応
募

＜
だ
さ
い
。

受
講
演
目

「恵
比
須
」

面

・
衣
裳
製
作
見
学

２
月
「
日
冊
、
１３
日
０
、
郷
日

０
、
第
日
０
、
３
月
６
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

い
わ
み
―
る
体
育
室

∩
〕
‐５
人
３
、
０
０
０
円

（小
道
具
の

一

部
負
担
）

応
募
資
格
　
全
５
回
参
加
で
き
る
人

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
暑
を
明
記

し
、
郵
送
し
て
＜
だ
さ
い
。
（応

（

募
者
多
数
の
場
合
は
地
選
）

※
　
足
袋

・
昼
食
な
ど
ほ
各
自
で
用

意
し
て
＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
１
月
郷
日
０
消
印
有

効６
９
７

‐
８
５
０
１
　
殿
町
１
番

地
　
合
内
線
２
２
９
）

電化キォォ
ン体験クツ
キ
ング

１
月
１３
日
ｍ
、
１８
日
側
、
２６
日

、
２８
日
０

前
９
時
５０
分
～
午
後
１
時

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
４
階

理
教
室
開
催
日
ご
と
に
定
員
に
な
り

第
締
め
切
り

無
料
中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
エ
ネ

ギ
ー
営
業
担
当

（ａ
０
１
２
０

３
１
２

‐
８
０
２
）

１
月
の
城
山
学
級

市
内
で
６０
歳
以
上
の
人

園
芸
教
室

１１
日
　
ち
ざ
り
絵
教
室

‐２
日
　
立ヨ
楽
教
室

‐３
、
‐４
日
　
陶
芸
教
室

‐３
、
２０
日
　
舞
踊
教
室

‐４
日
　
圭
０道
教
窒

‐８
日
　
『城
山
大
学
』

演
題

「歌

っ
て
楽
し
＜
遊
び
ま

し
ょ
一つ
」

iルロ日次霙料□午側□
5 対
日 象

講
師
　
橋
本
英
樹
さ
ん

（浜
日
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
）

時
間
　
城
山
大
学

・
音
楽

・
舞
踊
は
、

午
前
１０
時
か
ら
、
そ
の
ほ
か
は
、

９
時
３０
分
か
ら

□

社
会
福
祉
協
議
会

公

②
０
０
９
４
）

対
象
　
帰
国

・
外
国
人
児
童

・
生
徒

の
日
本
語
指
導
Ｅ
興
味

の
あ
る

人
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践

者
、
日
本
語
指
導
経
験
者
、
学
校

関
係
者
１
月
笈
日
０

午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
４
時

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

同
〕
４０
人

□

範斜

申
込
締
切
日
　
１
月
１７
日
側
必
着

（倒
Ｘ
円
一
硼
し
賠
勁
国
際
セ
紗
顕
―

西
部
支
所
　
神
村
さ
ん
、
大
畑
さ

ん

（奮
②
７
４
５
６
）

平
成
＝
■
度
「担
い
年
育
成

県
農
業
の
将
来
を
担
う
農
業
後
継

者
、
農
業
指
導
者
の
養
成
を
図
る
た

め
区
、
４
月
か
ら
の
研
修
生
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格
　
新
規
就
農
希
望
者
で
、

研
修
後
区
県
内
で
の
就
農
が
見
込

ま
れ
る
人
。
ま
た
は
県
内
で
農

業

・
営
農
指
導
Ｅ
従
事
し
て
い
る

人
応
募
締
切
日
　
１
月
７
日
０

（郵
送

の
場
合
必
着
）

研
修
内
容
や
応
募
方
法
、
県
ほ

け
る
就
農
支
援
制
度
な
ど
の
詳

は
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

県
立
農
業
大
学
校

（査
０
８
５

⑤
了
０
１
１

囲
０
８
５
４
⑤

ｌ
ｌ
３
）

ヨ
∞
一
一
】⊃
〇
∞
く
〇
‐
本
①
⊃
∽
す
⊂
Ｏ
ｏ
「①
キ
・

一ヨ
∞
⊃
①
　
」
０

※
螢 甲 7 4  孫 日お

募集人員 ・研修期間

研 1う 名 募集人員 研修期間

基

礎

研

修

施設園芸 ・畜産基礎コース (農業大学校) 4人 程厘

4月 から原

貝」1年以内

(最長 2年

以内)

施設園芸 ・大規模園芸基礎コース

(中海干拓営農センター)
2人 程度

実

践

研

修

施設園芸実践コース (農業大学校) 3人 程度

施設園芸 ・大規模園芸実践コ
ース

(中海千拓営農センター)
3人 程度

花き実践コース (花振興センタ
ー) 4人 程度
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‐
=

量日□午ロカ?団□午□神 ア
ク
ア
ス
か
ら

な
④
３
９
０
０

○
迎
春
―
石
見
神
楽

新
春
区
８
さ
わ
し
い
恵
比
寿
上
演

１
月
２
日
０
、
３
日
偶

○
ア
ク
ア
ス
日
曜
講
座

楽
面
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
＜
り

‐
月
３０
日
０

前
１０
時
～
正
午

先
着
３０
人

（要
申
込
）

無
料
ク
ア
ス
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

ラ
ー
魚
拓
を
作
ろ
う

１
月
塑
日
０

後
１
時
～
３
時

先
着
勢
人

（要
申
込
）

無
料
方
法
　
①
電
話
で

「
ア
ク
ア
ス

ス
ク
ー
ル
係
」
ま
で
。
②
ホ
ー
ム

⌒

ペ
ー
ジ
吾

３

く
≧
重

ふ
程

秘

ｏ
Ｆ

３
か
ら
。

創
業
■
経
営
改
革
！！！！セミ
ナ
ー

！
！
！

１
月
１３
日
側
　
ど
ん
底
か
ら
の
成
功

法
則

２０
日
閃
　
事
業
プ
ラ
ン
②
　
あ
な
た

の
事
業
プ
ラ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。

２７
日
閃
　
ヒ
ッ
ト
商
品
　
サ
ー
ビ
ス

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ

２
月
３
日
閑
　
事
業
は
人
か
ら

い
い
人
材
を
採
用
す
る
。

時
間
　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

団

無
料

（
ａ
０
８
５
５
①
４
５
６
７

す
汁
汁ｏ
”＼
＼
〓
〓
〓
・
①
丁
α
Ｏ
　
ｍ
Ｏ
　
」ｏ
＼
∽
丁
一ヨ

Φ
コ
①
＼
）

サ
ン
■！ビ
レ
ツジ
様
相
か
ら

①
氷
上
運
動
会

米
の
上
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
運
動

靴
で
参
加
で
き
ま
す
。

対
象
　
５
歳
～
小
学
生

１
月
８
日
働

午
前
１０
時
～
１１
時

∩
〕
３０
人

日

無
料

※
　
事
前
に
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ

ま
す
の
で
、
開
催
中
も

一
般

ス

ケ
ー
ト
滑
走
可
能
で
す
。

容

②
ｌ
３
０
０
）

○
第
２６
回
市
民
体
育
大
会
兼
第
１０
回

サ
ン

・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
杯
カ
ー
リ

ン
グ
大
会

１
月
１５
日
０

午
前
９
時
～
開
会
式

８
時
３０
分
～
地
選
会

内
容
・
１
チ
ー
ム
４
人
（男
女
混
合
可
）

・
１
位
か
ら
３
位
ま
で
を
表
彰
、
１

位
チ
ー
ム
Ｅ
ほ
副
賞
を
授
与
し
ま

す
。

・
大
会
時
の
急
病
（
事
故
に
つ
い
て

は
、
救
急
処
置
以
外
の
貢
任
ほ
負

い
ま
せ
ん
。
競
技
者
は
市
民
総
合

賠
償
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室
も
開
催
じ

て
い
ま
す
。

ん
。１

チ
ー
ム
　
６
、
０
０
０
円

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
、
参
加
費
を

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
日
ヘ

申
込
締
切
日
　
１
月
セ
日
側

野
藤
さ
ん

（な
②
０
４
３
４
）

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
日

容

②
ｌ
３
０
０
）

○
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
お
知
ら
せ

グ
ラ
ン
ド
整
備
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ

広
場
を
し
ば
ら
＜
閉
鎖
し
ま
す
。

期
間
　
１
月
１
日
０
～
４
月
３０
日
０

（予
定
）

Aひ孤S

「シエアネットはまだ」
パソコン講座

対象 ン ニア
・内容

密□午前 9時 ～正午

1月 14日 0 メ ール送受信

28日 (金)2月 の予定表

しヽわみ一る4階 パソコン研修室

申込方法 往 復はがき|こ、住所、氏

名、年齢、開催日、講座名を記入

して申し込んで<だ さい。

697-0035杉 戸町2345-8奮 ②

3763・ 夜間)

パソコン研修講座 2月

15日供),16固 (水)

午後 1時30分～48寺30分

600円 (テキスト代800円)

OPowerPoint(プレゼンテTシ ョン

の仕方)入門 (初級者)

23日 (水)、 24日 (本)

午後 1時30分～48寺30分

600円 (テキスト代400円)

優〕各12人
いわみ一る4階 パソコン研修室

申込締切日 1月 20日 側 必着

申込方法 イ ンターネットか往復ほ

がきで。住所 ・氏名 ・電話番暑 ・

希望コースを明言3して申し込んで

<だ さい。

(〒697-0016野 原B3~1826-1

いわみ一る内 奮 ②9346)

http://www jo為o―shimane,or.jp/

cc/selbu/

しヽ
○インターネットでの情報の活用の   °

しかた (初心者)

2日 飲)、3日 体)

午後 18寺30分～4時 30分

600円 (テキスト代800円)

①2日 でマスター!ワード活用術 (初

級者)

※
　
運
動
会
ほ
リ
ツ
ク
中
央
で
行
い
　
一　
※
　
当
日
は

一
般
滑
走

で
き
ま
せ

う

15  広 報はまだ :平成17年 1月 1日 暑 □
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=米斗金 〔∋
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中国寧夏石脳出市の子ども

受け入れホストフアミリT
浜日市 ・石嘴山市友好都市協定締結10周年記念

事業として、 8人 の子どもを招待し、ホ
ームステ

イ、雪合戦参カロ、南内視察、小学校での交流など

を行います。

この間、子どもたちを受け入れてもらえる家庭

を募集します。

募集数 4世 帯

日程  1月 30日 (日)、31日個)の 2泊

受入れ人数 3人 (子ども2人 1組、中国からの

県大留学生 1人。大学生ほ日本の
一般家庭を1/fh

験してもらうことや子どもたちのサポ
ート役と

して一緒|こ交流してもらいます。)

申込締切日 1月 10日側

便チCコ 浜由国際交流協会

橋/1・さん (容② 1241)

第
４８
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

歴
史
の
宝
庫
、
治
利
町
で
ま
ち
が

ど
探
検
を
し
ま
す
。
旧
山
陰
道
や
道

中
石
の
残
る
大
麻
山
参
詣
道
。
長
州

戦
争
の
舞
合
や
消
え
た
旧
門
日
村
。

前
万
後
円
損
や
知
ら
れ
て
な
い
遺
跡

な
ど
、
何
が
飛
び
出
す
か
お
楽
し
み

つＣ。
１
月
郷
日
０
　
午
前
９
時
区
Ｊ

Ｒ
周
布
駅
前
ほ
集
合
。
正
午
ご
ろ

ま
で
散
策
。
雨
天
中
止
。

※
　
資
料
代
を
負
担
し
て
＜
だ
さ

い
。下

村
明
雄
さ
ん

（午
後
５
時
以

降
ａ
０
９
０

１
７
１
３
１

‐
９
６

３
７
）

み
ん
な
で
子
育
て
！

野
外
遊
び
を
楽
し
も
う
！

雪
遊
び
バ
ス
ツ
ア

！！！１！！

内
容
　
代貝
し
切
り
の
バ
ス
で
行
き
、

広
場
で
、
親
子
で
ゆ
っ
た
り
と
遊

び
ま
す
。
遊
び
ほ
雪
合
戦
、
雪
だ

る
ま
、
宝
さ
が
し
、
そ
り
競
争
、

雪
Ｅ
お
絵
か
き
な
ど
。
昼
食
は
、

栄
養
い
っ
ぱ
い
の
鍋
や
お
か
ず
を

み
ん
な
で
囲
ん
で
食
べ
ま
す
。

行
先
　
旭
町
市
木

（少
闘
決
行
）

対
象
　
親
子
２０
組
程
度

・
集
合
場
所
　
２
月
４
日
０
　
午

前
９
時
３０
分
　
武
道
館
駐
車
場
集

合
、
午
後
４
時
着

（予
定
）

大
人
　
２
、
０
０
０
円

幼
児
　
１
、
０
０
０
円

２
歳
以
下
（座
席
不
要
の
子
ど
も
）

５
０
０
円

※
　
バ
ス
代
、
休
憩
室
貸
切
料
、
食

事
代
、
保
険
料
込
み

持
っ
て
く
る
も
の
　
飲
み
物
、
食
器
、

お
ほ
し
、
夕
才
ル
、
着
替
え
、
手

袋
、
帽
子
な
ど

浜
日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー

谷

・囲
④
６
３
９
０◇

硼
是
置
密
部
動
労
　
　
〈〓舎
貝

国

・
県

・
市
町
村
の
補
助
金
の
も

と
、
中
小
企
業
の
福
祉
の
向
上
と
中

小
企
業
の
振
興
、
地
域
社
会
の
活
性

化
に
寄
与
し
ま
す
。
会
員
に
な
る

と
、
人
間
ド
ッ
ク

・
各
種
検
診
の
助

成
や
祝
金

・
見
舞
金

・
受
害
見
舞
金

の
給
付
な
ど
、
大
企
業
な
み
の
福
利

厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
　
詳
し
＜
は
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

入
会
で
き
る
人
　
中
小
企
業
の
事
業

公庫住宅ローンの
遅済相談はお気軽に

「不景気で収入が減り□
―ンの返

済額を抑えたい」、「ボ
ーナス払いの

負担を軽<し たい」など返済|こめ悩

みの人のため|こ、公庫では返済相談

を受|す付けています。

※ 体 日相談 (第 1・ 8圏 8窪日)も実

施中です。

(a082-221-8716)

住宅金融公庫中国支店

(奮082-221-8709)

httpt//www.jyuKou go jp/

または返済中の金融機関

主
、
従
業
員
、
パ
ー
ト
従
業
員
な

ど

（公
務
員
以
外
ほ
入
れ
ま
す
）

月
額
　
１
人
１
、
０
０
０
円

（２
分
の
１
以
上
事
業
主
負
担
）

済
会

公
②
５
３
６
５
、
図
②
５

３
８
９
）

窮
翠
兼
　
募集

「企
業
の
情
報
化
リ
ー
ダ
ー
」
と
し

て
必
要
な
情
報
処
理
区
関
す
る
基
本

的
な
知
識

・
技
術
の
取
得
Ｅ
あ
わ
せ

て
、
事
務
職
と
し
て
必
要
な
簿
記
会

計

・
情
報
処
理
の
活
用
に
関
す
る
知

識

・
技
術

・
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

対
象
　
帽
歳
以
上
３０
歳
未
満

（高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人
）

間
〕
８
人
浜
日
高
等
技
術
校

訓
練
期
間
　
１
年
間

（４
月
入
校
、

平
成
１８
年
３
月
修
百
）

募
集
期
間
　
１
月
梵
日
側
ま
で

選
考
日
　
２
月
２
日
側

選
考
方
法
　
筆
記
試
験

（国
語

・
数

学
）
・
実
技
試
験

・
面
接
試
験

合
格
発
表
　
２
月
１０
日
閃

浜
日
高
等
技
術
校

（な
②
０
４

５
７
、
囲
②
４
０
２
こ
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お
正
月
ほ
バ
ス
利
用
者
が
少
な
い

た
め
、
日

・
祝
日
運
休
便
お
よ
び
次

の
便
を
運
休
し
ま
す
。

１
月
１
日
、
２
日
　
お
お
お
ね
午
前

９
時
ま
で
と
午
後
６
時
以
降
の
便

１
月
３
日
　
お
お
お
ね
午
前
９
時
ま

で
の
便

※
　
例
外
的
に
国
中
で
も
運
休
す
る

便
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

□

石
見
交
通
浜
日
営
業
所

（奮
②

２
２
１
１
）
、
石
見
交
通
浜
日
駅

前
案
内
所

（
否
０
１
３
５
７
）

浜
田
予
厳
斥
式

■

対
象
　
昭
和
５９
年
４
月
２
日
～
昭
和

６０
年
４
月
１
日
ほ
生
ま
れ
た
人

内
容
　
式
典
と
集
合
写
真
撮
影

（１
、
０
０
０
円
程
度
で
実
費
販

士兄
）１
月
９
日
０
　
午
後
１
時
３０
分

受
付
は
午
後
０
時
３０
分
～

□□

禽
□
興

線 生 文
4 涯 化
5 学 ホ
7習 |V 課
ル
生
涯
学
習
係

障弾蜘癖赫抑枠申鞠中」

ミ   術 午 2 3
ス   館 後 日
卜    3 5 ( 日)
い   階 時
わ    多
み    目

浜コ
　
　
　
　
　
　
　
展
示

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
１
月

２７
日
冊
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
入

賞
者
ほ

「広
報
ほ
ま
だ
」
１
月
１５
日

暑
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（奮
内
線
２
６
０
）

住
み
よ
い

「ま
ち
十

活
力
あ
る

「
ま
ち
づ
＜
り
」
は
地
域
の

一
人
ひ

と
り
が
主
役
で
あ
り
、
理
解
と
協
働

で
す
。　
一
緒
区
者
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
多
数
参
加
し
て
＜
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　
住
民
が
抱
え
る
問
題
は
、

地
域
の
課
題

第
１
部
　
主円
少
年
の
健
全
育
成

第
２
部
　
地
域
福
祉
（誰
も
が
幸
せ
）

第
３
部
　
組
織
活
動
へ
の
参
加
を

パ
ネ
ラ
ー
　
浜
日
地
区
内
組
織
代
表

者
１
月
１６
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

□

浜
日
公
民
館
　
研
修
室

※
　
手
話
通
訳
あ
り

浜
田
地
区
自
治
協
議
会
　
河
田

さ
ん

（奮
②
０
６
２
７

ｏ
一侵
間
）

一蟄

弘

楽
し
い
凧
あ
げ
は
、
電
線
か
ら
離

れ
た
広
い
場
所
で
あ
げ
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
電
柱
区
の
ぼ
っ
た
り
屋
根
任

あ
が

っ
て
凧
を
取
っ
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
、
危
な
い
の
で
止
め
る
よ

う
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。
も
し
、
凧

が
電
線
ほ
ひ
っ
か
か
っ
た
場
合
は
、

自
分
で
取
ろ
う
と
し
な
い
で
中
国
電

力
底
連
絡
し
ま
し
よ
う
。

連
絡
先
　
中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所

（
な
０
１
２
０

‐
３
１
２

‐
８
０

２
）

′ヘ
(

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
長

沢
町
　
動
木
勝
　
▽
大
辻
町
　
渡
崎

多
津
枝
　
▽
生
湯
町
　
鎧
義
昭

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
黒
川

町

布
施
登
喜
雄

一局
橋

ス
ヱ
ノ

▽
周
布
町
　
小
川
ミ
ツ
子
　
▽
真
光

町
　
宮
津
敬
子
　
▽
相
生
町
　
西
村

敏
　
ま乗
原
佐
代
子
　
▽
長
浜
町
　
金

坂
住
美
子
　
▽
宇
津
丼
町
　
植
日
ミ

ス
ヱ
　
▽
西
村
町
　
福
田
孝
明
　
▽

後
野
町
　
渡
通
す
み
子

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
〇
三
階
７
＝
▽

三
階
町
　
丸
岡
悦
子
　
○
西
村
１
＝

▽
西
村
町
　
信
日
久
樹
　
○
大
辻
２

＝
▽
大
辻
町
　
渡
崎
多
津
枝
　
①
宇

津
丼
＝
▽
宇
津
丼
町
　
植
日
ミ
ス
ヱ

①
相
生
１
＝
▽
相
生
町
　
西
村
敏

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
①
後
野
＝
▽
後

野
町
　
渡
連
す
み
子
　
①
治
和
６
１１

▽
治
和
町
　
網
川
省
三

◎
黒
川
児
童
館
へ
　
▽
黒
川
町
　
藤

日
武
人
　
一高
橋
ス
ヱ
ノ
　
布
施
登
喜

雄◎
つ
く
し
保
育
園
へ
　
▽
宇
津
丼
町

植
日
ミ
ス
ヱ

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
生
湯
町
　
鎧
義
昭

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
天
満
町
　
大
谷

勲

◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
大
辻
町
　
渡
崎
多
津
枝

◎
美
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
熱
日
町
　
石
本
静
子

◎
美
川
苑
へ
　
▽
港
町
　
神
藤
元

▽
天
満
町
　
大
谷
勲

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ
　
▽
港

町
　
神
藤
元

◎
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防

施
設
等
整
備
基
金
へ
　
▽
相
生
町

西
村
敏

ｎ
圏
∪

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
元

浜
町
　
色
小崎
イ
ト
ノ
　
▽
金
光
教

浜
日
教
会
婦
大
会
　
▽
仙

「小
さ

な
親
切
」
運
動
山
陰
本
部

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
①
佐
野
＝
▽

佐
野
町
　
勝
日
偉

◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
熟
日
町
　
津
枝
ン
ズ
ヱ

村
上
頑
子
　
原
日
毅
　
▽
原
井
町

吉
日
潤
子

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
新
町
　
原
イ

サ
ヲ
◎
美
川
苑
へ
　
▽
藤
美
会
　
▽
美

川
西
神
楽
保
存
会
　
▽
美
川
公
民

館
カ
ラ
才
ケ
同
好
会
　
▽
浜
日
市

民
合
唱
団
　
▽
み

つ
ば
ク
ラ
ブ

▽
右
州
よ
さ
こ
い
流
星
恋

◎
野
原
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ヘ
　
▽
港

町
　
神
藤
元

1 7  広報ほまだ : 平成1 7 年1 月1 日暑 ∈} 日時 日
= 場所 □

= 定員 日
= 米斗金 □

= 申込先 □
= 応募先 □

= 間しヽ合わせ先



「源田市行政20年のあゆみ」を
販売しています

市では、昭和46年から平成 2年 までの20年

間の浜日市政を記録した行政誌 「浜日市行政

20年のあゆみ」を販売しています。ぜひお申

し込み<だ さい。

申込方法 総 合調整室で直接購入または現金

書留で 1冊 につき5,450円 (代金十郵送料

450円)を同封のうえ、申し込んで<だ さい。

問い合わせ先 総 合調整室総合調整係

(a内線 311)

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
」

平
成
１７
年
度
前
期
助
成
事
業

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
地
域
で
い
き
い

き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
任
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
県
内
で
女
性
を
中
心
に
活

動
し

て
い
る
民
間
団
俸

・
グ

ル
ー
プ

（構
成
員
は
お
お
お
ね

１０
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以
上

が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安
と

な
り
ま
す
）

対
象
事
業
　
４
月
～
平
成
１８
年
３

月
に
実
施
す
る
次
の
事
業

・
魅
力
あ
る
地
域
づ
＜
り

。
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
＜
り

・
次
代
を
担
う
人
づ
＜
り

・
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
＜
り

助
成
金
額
　
原
則
、
対
象
経
費
の

３
分
の
２
を
助
成

（１
万
円
単

位
で
上
限
５０
万
円
）

※
　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
＜
り

の
普
及
・啓
発
活
動
に
対
し
て

は
、
１０
万
円
を
上
限
と
し
て
対
象

経
費
の
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

募
集
締
切
日
　
１
月
３‐
国
側

助
成
決
定
　
３
月
下
旬

問
い
合
わ
せ
先
　
公
益
信
託
し
ま

ね
女
性
フ
ア
ン
ド
事
務
局

（県

文
化
振
興
課
内
　
な
０
８
５
２

②
５
５
０
０
、
図
０
８
５
２
①

９
２
６
２
）

※
　
申
請
用
紙
は
市
地
域
政
策
課
（奮

内
線
３
４
４
）
ほ
も
あ
り
ま
す
。

皆さんの熱いご支援にお応えして

だまた

( a② 2 4 8 0 )

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

くらし②りb   ド
○火災のテレホンサービス (a④ 4343)

○子どもと家庭電話相談室 (ao12o-258-641)

○休日応急診療 日 躍日・税日/103寺～168寺/市役所地階 休

日応急診療所

○行政 ・人権相談 水 躍日/103寺～15時/市役所 2階 201会議

室

○消費生活相談 局 ～金曜日/環境課

○総合相談 月 躍日/10時～15時/総合福祉センタ
ー (野原町

859-1、 a吃2o o 6 8)

○法律相談 金躍日/10時～16時/石見法律相談センタ
ー

(市役所日町分室内、奮②4514)※ 要予約

○交通事故相談所開設日 月 ・火 ・水 ・金曜日(3・10日を除

<)/9時 ～16時/しヽわみ一る2階

※ 弁 護士|こよる無料相談 (要予約)第 3水躍日/13時15分～

148寺45分/予約 ・連絡先 《浜日支所な②9342、 紘江本

所a・囲 o852に D5102・ 6509》

○こころの健康相談 1月 24日(月)/13時～15時/浜日健康福祉

センター高齢者障害者支援グル
ープ (片庭町、な⑬555

0)へ 電話で申し込みをしてから。

○青少年サポートはまだ 60120-783-419/月
～土曜日 (祝日は休み)/10時 ～18時

○高齢者 ・障害者相談 ※ 相談は無料

相談日 周 ～土曜日 9時 ～16時じS4土躍日・祝日は休み)

専門相談 弁 護士 ・司法善士 ・精神科医 ・臨床心理士 ・

社会福祉士など|こよる相談。※要予約

県高齢者 ・障害者総合相談センタ
ー (いわみ一る2階 )

ンルバー110番 奮 ②9337

障害者110番 a② 9338、 囲 ②9339

※ 手 話通訳 ・要約筆記の必要な人はFAXな どで連絡

○外国人に関する無料法律相談

第4水躍日/13時～16時/しまね国際センタ
ー西部支所

(熱圏町2135-2浜日ボードセンタ
ー内、a② 7456)

※ 要 予約

※ 一 般本目談もあります。(月～金躍日 9時 ～17時)

広報ほまだ :平成17年 1月 1日暑


